
テーマ：令和７年をふりかえって  

★福岡市医師会ホームページにバックナンバー掲載！ 
   ( https://www.city.fukuoka.med.or.jp/jouhousitsu/ ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 医師会関係 厚生・行政関係 トピックス 

 
１ 
 
月 

･日医会員数17万7,383人(2024.12.1付)、前年比
1,450人増で過去最多 

･インフルエンザ患者数が30万人超、定点報告
数が過去最多 
･政府、医師の診療を支援する医療用国産生成
AI(人工知能)開発を表明 
･帝国データバンクが2024年倒産動向調査結
果公表、医療機関の倒産64件、休廃業・解散
722件でそれぞれ過去最多 

･第47代米大統領にトランプ氏就任 
･米ロサンゼルスで大規模火災発生 
･尹錫悦・韓国大統領を内乱容疑で逮捕、現職
の身柄拘束は史上初 
･性加害問題でフジテレビの会長と社長が引責辞任 
･埼玉県八潮市で道路陥没、トラック転落 
･阪神・淡路大震災から30年 
･第172回直木賞受賞作、伊与原新｢藍を継ぐ海｣
第172回芥川賞受賞作、安堂ホセ｢DTOPIA｣と九
州在住の鈴木結生｢ゲーテはすべてを言った｣ 

 
２ 
 
月 

･日医、ペイシェントハラスメント・ネット上
の悪質な書込みに対する相談窓口開設 
･市医、日医釜萢副会長を講師に｢第11回福岡
未来医療塾講演会｣開催 
･市医元会長｢長柄均先生旭日双光章受章記念
祝賀会｣開催 

･奥能登地域の公立4病院、救急・入院機能集約
の新病院建設を決定 
･日本維新の会、OTC類似薬の保険適用除外等
社会保険料軽減に向けた政策を自公に提言 

･アメリカとウクライナの首脳会談が決裂 
･石破首相とトランプ米大統領が初会談 
･北海道南東部で記録的大雪発生 
･岩手県大船渡市で大規模山林火災発生 
･農水省、価格高騰を受け、政府備蓄米を放出 
･ホンダと日産の経営統合協議が打ち切り 

 
３ 
 
月 

･日医、6つの病院団体と合同記者会見開催
医療機関の逼迫した経営状況を訴える 
･県医、インドネシア保健省と｢医師会立看護
師等養成所を活用した外国人看護職員養成
事業に関する覚書｣締結 
･市医｢第12回慢性腎臓病(CKD)市民公開講座｣
開催 参加者371名(天神スカイホール) 

･高額療養費制度、8月からの限度額引き上げ
見送り決定 
･厚労省、MRワクチン供給不足を受け、定期接
種期間延長を決定 
･2024年自殺者、2万320人で前年比1,517人減 
･2024年救急出動、771万7,123件で前年比
7万8,565件増の過去最多 

･ミャンマー中部でM7.7の地震発生 
･兵庫県知事の内部告発文書を巡り、第三者委
員会は告発者特定を違法と指摘 
･東京地裁、旧統一教会に解散命令を命じる 
･東京大空襲から80年 
･地下鉄サリン事件から30年 
･福岡県西方沖地震から20年 
･福岡空港の第2滑走路供用開始 

 
４ 
 
月 

･日医シンポジウム｢医師会の創”医”工夫～医療
人材確保に向けて～｣開催、市医監修の求人
マッチングプラットフォーム｢for-us｣発表 

･帯状疱疹ワクチン定期接種開始 
･風邪等の｢急性呼吸器感染症(ARI)｣が感染症
法上の5類に位置付け 
･新型コロナ｢緊急事態｣初宣言から5年 

･トランプ米大統領、相互関税の内容発表 
･ローマ教皇フランシスコが死去 
･大阪・関西万博が開幕 
･長崎県壱岐沖で民間医療搬送用ヘリコプタ
ーが墜落、患者や医師らが死亡 

 
５ 
 
月 

･日医｢医師会立看護師等養成所会議｣を初開催 
･日医、義務化を受け｢職場における熱中症対策｣
動画を公開 

･医薬品の安定供給に向け、不足時の増産要請
等を盛り込む改正医薬品医療機器法が成立 
･能動的サイバー防御関連法成立 
･50人未満の事業場にもストレスチェック実
施を義務付ける改正労働安全衛生法が成立 
･厚労省｢高額療養費制度の在り方に関する専
門委員会｣が初会合 
･百日せきの患者数が過去最多 

･日米関税交渉、4回目の交渉が終了 
･新ローマ教皇にレオ14世、初の米国出身 
･江藤農水相がコメ発言で引責辞任、後任は
小泉進次郎氏 
･政府備蓄米約20万トン放出開始 
･航空自衛隊の練習機が愛知県犬山市の池に
墜落、搭乗員が死亡 
 

 
６ 
 
月 

･日医｢診療所の緊急経営調査｣実施 
･県医｢病院・診療所経営調査｣実施 
･市医｢経営状況アンケート調査｣実施 
･市医｢かまやちさとし福岡ブロック総決起
大会｣開催 

･東京都議選、｢都民ファーストの会｣第1党奪
還、自民党は9議席減で大敗 
･自民党、公明党、日本維新の会、今後不要と
推定の病床約11万床を2027年度までに削減合意 
･政府、社会保障関係費に経済・物価動向等を
踏まえた対応に相当する増加分を加算する
方針を明確にした｢骨太の方針｣を閣議決定 

･両陛下、即位後初めて被爆地の広島を訪問 
･日本郵便の大規模な点呼不備問題で国交省
が一般貨物自動車運送事業の許可取消 
･主要7か国首脳会議(G7サミット)がカナダで
開催、首脳宣言は見送り 
･日本製鉄、米鉄鋼大手USスチール買収完了 
･長嶋茂雄巨人終身名誉監督死去 

特集：令和７年をふりかえって 
本年は団塊世代が後期高齢者となり、経済だけでなく、医療や介護にも大きな影響を及ぼすいわゆる「2025年問題」の年を実際に迎えた。

効率化や医療の質向上を目的とした「医療DX」も進められ、スマホ保険証やマイナ救急の開始、12月からはマイナ保険証を基本とする仕組み
へと移行した。 
一方、昨今の物価高騰を背景に人件費増、医療機器や医薬品の価格上昇など医療機関を運営するための様々なコストが膨らみ、多くの病

院や診療所が厳しい経営難に直面している現状と課題が広く社会で認識された一年でもあった。 
社会の出来事としては、184日間の会期で2500万人超が来場した「大阪・関西万博」の開催、ノーベル賞の生理学・医学賞に大阪大学特任

教授の坂口志文氏、化学賞に京都大学特別教授の北川進氏が選出という10年ぶりの日本人研究者による同年ダブル受賞、さらに憲政史上
初の女性首相となる高市早苗氏の内閣発足など明るい兆しの話題も多かった。 
今回は、毎年恒例の特集である今年一年の出来事をまとめ、“令和7年をふりかえって”みた。 
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 医師会関係 厚生・行政関係 トピックス 

 
７ 
 
月 

･市医｢産業医と事業所のマッチング事業｣開始 
･市医｢第56回九州地区医師会立共同利用施設
連絡協議会｣を主催で開催 

･第27回参議院議員通常選挙、自公47議席にと
どまる大敗、日本医師連盟組織内候補の釜萢
敏氏が自民党比例代表獲得議席12議席中党
内8位で当選 
･厚労省、2040年頃を見据えた地域医療構想の
あり方等を議論する｢地域医療構想及び医療
計画等に関する検討会｣が初会合 

･ロシア極東のカムチャツカ半島付近でM8.8
の地震発生 
･鹿児島県悪石島で最大震度6弱の地震発生 
･日米関税交渉が合意、自動車等に対する関税
率を15%に引き下げ 
･｢ジャングリア沖縄｣開業 
･第173回直木賞・芥川賞、27年ぶり該当作なし 

 
８ 
 
月 

･市医｢経営状況アンケート調査｣結果公表、
約6割の診療所が減収、そのうち半数が20％
以上の減収(回答率33％) 
･福岡市三師会、福岡市長へ要望書提出 
･｢第56回中四九地区医師会看護学校協議会｣
開催(大牟田市) 

･福岡県私設病院協会、医師の働き方改革の経
費増対応分の財政措置を財務省に要望 
･福岡県で麻しん患者が相次ぎ発生 

･80回目の終戦記念日 
･九州や北陸を中心に記録的豪雨、福岡県でも
多数の人的・住宅被害や浸水が発生 
･石破首相が初来日した韓国の李在明大統領
と会談 
･日航ジャンボ機墜落事故から40年 

 
９ 
 
月 

･日医｢診療所の緊急経営調査｣結果公表、医療
法人の約4割が赤字、個人立では経常利益が
約2割減少 
･市医、｢第12回地域包括ケア推進のための市民
向け講演会｣開催 参加者434名(エルガーラ
ホール) 
･｢東区医師会創立50周年記念祝賀会｣開催 
･｢中央区医師会創立50周年記念祝賀会｣開催 

･石破首相退陣表明 
･スマホのマイナ保険証利用が順次開始 
･2024年出生数、68万6,173人で前年比4万
1,115人減の過去最少、合計特殊出生率も過
去最低の1.15 
･総務省、｢統計からみた我が国の高齢者｣公表
65歳以上が3,619万人で前年比5万人減、総人
口比29.4％で過去最高 

･秋篠宮家の長男悠仁さま、成年式 
･気象庁、今年の6～8月の平均気温が統計開始
以来最も暑い夏と発表 
･各地でクマ襲撃相次ぐ、市町村判断でハンター
等による発砲を可能とする｢緊急銃猟｣開始 
･アサヒグループHD、サイバー攻撃によるシス
テム障害で生産や出荷等が一時停止 
･韓国特別検察官、旧統一教会総裁を逮捕 

 
10 
 
月 

･市医、日医長島常任理事を講師に｢診療報酬
に関する講演会｣開催 
･｢第64回十四大都市医師会連絡協議会｣開催
(京都府) 

･自民党の高市総裁が第104代首相に指名、高
市内閣が発足、憲政史上初の女性首相 
･公明党が自民党との連立政権から離脱 
･自民党と日本維新の会が連立政権を樹立 
･｢マイナ救急｣が利用開始 
･厚労省、緊急避妊薬｢ノルレボ｣市販薬販売承認 
･厚労省｢令和5年度国民医療費の概況｣公表、
前年度比1兆3,948億円増の48兆915億円 
･総務省消防庁、熱中症による救急搬送数(5～
9月)が10万510人で過去最多と公表 

･ノーベル生理学・医学賞に坂口志文大阪大特
任教授ら3人を選出 
･ノーベル化学賞に北川進京都大学特別教授
ら3人を選出 
･日経平均株価が史上初の5万円台の大台 
･大阪・関西万博が閉幕、来場2,500万人超 
･福岡ソフトバンクホークス、5年ぶり日本一 
･安倍元首相銃撃事件の初公判、殺人罪認める 
･26年前の名古屋主婦殺害事件で容疑者逮捕 
･村山富市元首相死去 

 
11 
 
月 

･長柄均元市医会長が｢日医最高優功賞｣受賞 
･｢南区医師会創立50周年記念祝賀会｣開催 
･｢博多区医師会創立50周年記念祝賀会｣開催 
･｢第125回九州医師会連合会総会｣開催(福岡市) 

･厚労省、医療機関がかかりつけ医機能を報告
する際のマニュアル公開 
･厚労省中医協、病院・診療所ともに収益率悪
化を示す第25回医療経済実態調査結果報告 
･インフルエンザ、変異株の影響と思われる例年
より早い感染拡大 
･｢医療・介護等支援パッケージ｣約1.4兆円等
計上の令和7年度補正予算が閣議決定 

･天皇皇后両陛下の長女愛子さま、初の海外公
式訪問でラオスへ 
･高市首相、台湾有事が集団的自衛権行使の前
提となる｢存立危機事態に該当｣と国会答弁 
･陸上自衛隊がクマ被害で秋田県と協定締結 
･大分市佐賀関で大規模火災発生 
･日本で初開催の東京デフリンピック開幕 

 
12 
 
月 

･日医シンポジウム｢こどもの救急～夜、休日、
急に具合が悪くなったときには？｣を開催 

･マイナ保険証を基本とする仕組みに移行 
･地域医療構想の見直しや医師偏在対策等を
盛り込む改正医療法成立 
･厚労省、出産時の分娩費用を全国一律にして
自己負担をゼロにする制度案を示す 
･令和8年度診療報酬改定率、本体3.09％増の方針
固まる、インフレ対応で30年ぶりの水準(12/22更新) 

･青森県東方沖で震度6強の地震発生、初の｢後発
地震注意情報｣ 
･中国軍機が自衛隊機にレーダー照射、日本政
府が抗議 
･今年の漢字は｢熊｣に決定 
･今年の新語・流行語大賞は｢働いて働いて働いて
働いて働いてまいります／女性首相｣に決定 

 
※ゴシック表記は福岡市医師会関係 
 

 

「2025年問題」の次なる社会問題として、65歳以上の人口が約35％に達する「2040年」を見据え、高齢化のピークと医療を支える現役世代

の減少が同時進行する中、将来の人口構造に応じた医療提供体制のあり方についての議論が既に始まっている。入院医療だけでなく、外来

や在宅医療、介護との連携を含めた地域医療全体の課題として対応していく必要があり、良質かつ適切な医療を効率的に提供することを目

的に、本年12月に改正医療法が成立した。 

病院・診療所を問わず医療機関の経営が一層厳しさを増す中、令和8年度には診療報酬改定が予定されている。公定価格である診療報酬

が昨今の急激な物価高騰や人件費上昇といった社会情勢の変化に十分追いついておらず、経営の安定や医療従事者の賃上げを図るため

増額の方針が示されている。令和7年度補正予算では「医療・介護等支援パッケージ」として約1.4兆円が措置されたが、日本医師会はこれま

での不足分への対応にすぎず、令和8年度診療報酬改定では次の改定までの2年間を見据えた十分な改定水準が必要と強調している。 

医療分野におけるデジタル化が進められ、社会的にもSNSや生成AIの利活用による影響が拡大した一年でもあったが、情報技術の発展が

が社会に与える有用性と同時に、安全面や真偽性、拡散スピードといった課題も内包することになった。利便性の向上と引き換えに社会全体

での冷静な議論や合意形成が難しくなってきている側面も否定できず、価値観や立場の違いが可視化されることで分断が進む社会情勢の

中、医療界を顧みれば、病院と診療所を財政的な観点から対立軸として捉えようとする論調が見受けられた。 

地域医療は病院と診療所がそれぞれの機能と役割を生かしながら連携し、「面」として地域全体を支えることで成り立っている。これまでも

積み重ねてきた地域の医療提供体制をもとに、次の時代の地域医療を築いていくことが今求められている。 


